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必要だと思う 86.2％

必要だと
思わない
2.5％

わからない
9.4％

無回答2.5％

[グラフ①･町民相互の助け合い]

[グラフ②･住民と行政のあり方]

住民も行政も協働
して取り組むべき
45.4％

住民で助け合い、
不足分を行政が援助
26.4％

行政が担当も、
不足部分は住民が
協力 17.0％

行政が担当
すべき
2.7％

わからない 4.4％
無回答2.5％

計
画
策
定
に
あ
た
り

　

町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
の
向
上

及
び
福
祉
推
進
の
た
め｢

美
浜
町
地
域
福

祉
計
画｣

を
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
民
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
力
を
高
め

る
方
向
性
と
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策

等
を
示
し
た
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
に

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
全
4
回
の

委
員
会
で
計
画
内
容
の
協
議
を
重
ね
、
平

成
25
年
3
月
28
日
に
町
長
へ
答
申
を
行

い
、
こ
れ
を
受
け
町
が
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
計
画
策
定
に
い
た
る
背
景

や
町
民
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
意
識
や

　

現
在
、地
域
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

家
庭
や
地
域
で
の
相
互
扶
助
機
能(

助
け

合
い)
が
弱
体
化
し
て
お
り
、
家
庭
や
地

域
・
世
代
間
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
急

速
な
進
行
等
に
よ
り
、　

高
齢
者
の
介
護

や
障
が
い
者
の
生
活
支
援
、
子
育
て
等
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
の
課
題
は
多
様
化
、
複
雑
化
し
、
公
的

な
福
祉
制
度
で
の
対
応
だ
け
で
は
十
分
に

応
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
行
政
に
よ
る

効
果
的
か
つ
効
率
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

は
も
と
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
住
民
同
士
の
支

え
合
い
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
意
識
と
ニ
ー
ズ

　

平
成
24
年
2
月
に
、
地
域
福
祉
に
関

す
る
町
民
の
考
え
方
や
意
見
を
吸
い
上

げ
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め

に
、
町
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
町
民

１
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
結
果
を
、
地
域
福
祉
に
関
す

る
町
民
の
生
の
声
と
し
て
、紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、　

グ
ラ
フ
①
で
は
、

地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
町
民
相
互
の
助
け
合
い
が｢

必

要
だ
と
思
う｣

と
答
え
た
方
は
86
％
を
超

え
る
結
果
と
な
り
、
町
民
相
互
の
自
主
的

な
助
け
合
い
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
次
に
、
グ
ラ
フ
②

で
は
、
地
域
福
祉
活
動
に
お
け
る
住
民
と

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、｢

住
民
も
行

政
も
協
働
し
て
取
り
組
む
べ
き｣

と
の
意

見
が
45
％
を
超
え
て
お
り
、
ま
た
、｢

住

民
で
助
け
合
い
、
不
足
分
を
行
政
が
援
助

｣

と
の
意
見
が
26
・
4
％
と
、
地
域
で
の

福
祉
活
動
に
お
い
て
、
住
民
と
行
政
の
協

↑山口町長に福祉計画を答申した三橋委員長(右)
　と中村副委員長(左)

住
民
と
の
協
働
に
よ
る

　

新
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

　
　

｢
美
浜
町
地
域
福
祉
計
画｣

を
策
定
し
ま
し
た

ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

等
、
策
定
ま
で
の
経
緯
を
中
心
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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災害や防災対策

高齢者への支援

安全や治安への取組み

日常生活の協力体制

生きがいづくり

自然保護や地域美化活動

健康づくりへの支援

見守り活動等の相互援助

教育や子育ての支援

世代間の交流

障がい者への支援

青少年の健全育成支援

その他

計
画
の
推
進
の
た
め
に

↑住民ワークショップ

　

町
で
は
、
平
成
24
年
10
月
に
町
内
有

識
者
等
に
よ
る
美
浜
町
地
域
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
結
果
を
基
に
、
委
員
会
で
の
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
平
成
24
年
11

月
に
町
内
各
地
区
の
代
表
者
が
、
町
の

福
祉
に
関
す
る
課
題
や
対
策
、
町
の
将

来
像
等
に
つ
い
て
討
論
す
る
た
め
、
住

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
4
回
実
施
し

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
家

庭
や
地
域
で
の
子
育
て
や
介
護
問
題
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
こ
と
等

に
つ
い
て
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
、
地
域
の
福
祉
力
を
結
集

し
て
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
で
は
、

　

｢

住
民
の
輪
で
築
く 

幸
せ
実
感 

支
え

合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
基
本
テ
ー

マ
に
、
3
つ
の
基
本
目
標
を
柱
と
し
な
が

ら
、
住
民
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

福
祉
団
体
、
行
政
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み
と
相
互
連
携

に
よ
っ
て
、
協
働
で
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当
・
浜
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

【めざす地域福祉の基本テーマ】

「住民の輪で築く 幸せ実感 支え合う福祉のまちづくり」

①みんなが
　主役になる

②みんなが暮ら
　しやすくなる

③みんなが安心
　して暮らせる

【基本目標】

 それぞれの自主的な取り組みと相互の連携による協働

自助

一人ひとりが
取り組むこと

共助

地域のみんなで
取り組むこと

公助

町が取り
組むこと

地域福祉に関する各分野での取り組み

住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

力
体
制
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
7

割
を
超
え
る
結
果
と
な
り
、
町
民
が
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
社

会
や
協
力
関
係
の
中
で
期
待
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、

　

現
在
、
地
域
福
祉
に
お
い
て
は
、
住

民
相
互
の
連
携
と
共
助
、
団
体
や
事
業
者

　

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
討
論
い
た
だ

い
た
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
計
画

策
定
委
員
会
の
協
議
事
項
と
し
て
取
り
上

げ
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

[グラフ③･地域社会や協力関係で期待すること] ①
災
害
や
防
災
対
策

②
高
齢
者
へ
の
支
援

③
安
全
や
治
安
へ
の
取
組
み

④
日
常
生
活
の
協
力
体
制

等
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
協
働
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。(

グ
ラ
フ

③
参
照)　

30 40 50 60 70

63.6％

34.1％

25.0％

23.5％

16.3％

15.4％

10 20

4.4％

14.8％

14.4％

13.7％

13.3％

9.7％

3.1％

0

計画の詳細は、今月の広報みはまと一緒に全戸
配布した｢ダイジェスト版｣をご覧ください。
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第
2
次
美
浜
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画 

を
策
定

　

こ
の
計
画
は
、
美
浜
町
に
住
む
す
べ
て

の
人
が
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
人
権
を
尊

重
し
、
か
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
の

個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
ま

ち
、
ま
た
優
し
さ
と
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

平
成
15
年
3
月
策
定
の｢

美
浜
町
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画｣
は
、
平
成
24
年
度

で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
や
課
題
、
社
会
情
勢
の
変
化
等

を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
男
女
共
同
参

画
に
向
け
て
、
新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
が
平

成
22
年
12
月
に
策
定
し
た
「
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画(

第
3
次)

」、県
が
平
成
24

年
3
月
に
策
定
し
た｢

第
2
次
福
井
県
男

女
共
同
参
画
計
画｣

の
内
容
も
反
映
さ
せ

ま
し
た
。

　
　
　

成
24
年
9
月
か
ら
第
2
次
美
浜
町

　
　
　

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
検
討
委

員
会
が
検
討
を
重
ね
て
き
た｢

第
2
次
美

浜
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画｣

が
ま
と

ま
り
、4
月
10
日
に
山
口
町
長
へ
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共
に｢

ひ
と｣

と
し
て 

は
あ
と
ふ
る 

愛
・
あ
い
プ
ラ
ン
Ⅱ

計
画
策
定
の
趣
旨

計
画
の
基
本
的
な
視
点

女
性
の
登
用
率

の
割
合)

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
3
月
策
定
の
美
浜
町
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
で
は
、
女
性
の
登
用
率

30
％
以
上
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
度
の
調
査
で
は
28
・
4
％
に
達

し
て
い
ま
す
。(

左
グ
ラ
フ
参
照)

↑山口町長に推進計画を報告する河合副委員長(写真右)

平

　

平
成
11
年
の
男
女
共
同
参
画
基
本

法
施
行
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
審

議
会
や
委
員
会
等
の
意
思
決
定
の
場

に
お
け
る
女
性
登
用
率(
女
性
委
員

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で
は
、「
男

女
の
人
権
の
尊
重｣｢

社
会
に
お
け
る
制

度
又
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮｣｢

政
策

等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同
参
画｣

「
家

庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の

両
立｣｢

国
際
的
協
調｣

の
5
つ
が

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
人
権
の
尊
重
と
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
の

共
同
参
画
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

美
浜
町
で
も
、
こ
の
基
本
理
念
を

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
進
め

る
上
で
の
基
本
的
視
点
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
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H11 男女共同参画基本法施行
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35
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H24H19H14

H14 美浜町男女共同参画推進計画策定
H19 美浜町男女共同参画推進計画改正
H24 第 2 次美浜町男女共同参画推進計画策定

審議会等の女性登用率

男性委員数

女性委員数

女性の占める
割合(％)

(％)
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今
回
の
計
画
で
は
、
町
の
目
指
す
姿

を
3
つ
の
基
本
目
標
に
集
約
し
、
各
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
9
つ
の

重
点
目
標
を
定
め
ま
し
た(

左
図 

計
画
の

体
系
）。
計
画
に
は
、
重
点
目
標
ご
と
の
主

な
施
策
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

基
本
目
標･

重
点
目
標

新
た
な
施
策

　

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
新
た

に
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登
用
率
を
35
％

以
上
に
設
定
し
、
さ
ら
に
積
極
的
な
登
用

に
取
り
組
み
ま
す
。

ひ と り ひ と り
が 男 女 平 等 を
理 解 し と も に
人 権 を 尊 重 す
る美浜町

●
仕
事
と
生
活
の
調
和

 (

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス)

　

　

誰
も
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な

が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
一

方
で
、
子
育
て･

介
護
の
時
間
や
家
庭
、

地
域
、
自
己
啓
発
等
に
か
か
る
個
人
の
時

間
を
持
て
る
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
仕
事
と
生
活
の
双
方
の
調
和
の

実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
地
域
の
防
災･

防
犯
に
お
け
る
男
女
共

　
同
参
画
の
推
進
　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課(

担
当
・
大
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
１

●
女
性
登
用
率
の
さ
ら
な
る
上
昇　

　

地
域･

家
庭･

職
場
等
で
防
災･

防
犯

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
促

し
、
町
民
の
防
災･

防
犯
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
美
浜
町
地
域
防
災
計
画
へ
も
男
女

共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

男女共同参画に関する
意識改革 ･ 理解促進

男女共同参画に関する
調査 ･ 研究

政策 ･ 方針決定過程へ
の女性の参画の拡大

働く場における男女平
等の実現

｢ 仕事 ｣ と ｢ 生活 ｣ の調
和の推進

男女がともにつくる地
域社会

生涯を通じた健康支援

誰もが安心して暮らせ
る環境の整備

あらゆる暴力や嫌がら
せ等の根絶

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

計画の体系

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
や
自
主
的
な
努

力
が
必
要
な
こ
と
は
も
と
よ
り
、
推
進
体

制
の
充
実
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
、
総
合
的
、
か
つ
効
果
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
地
域
や
事
業
者
と
の
連
携
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
、
課
題
に
応
じ
て
、
地
域
、
事
業
者
、

関
係
機
関
と
の
協
働･

連
携
に
よ
り
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
計
画
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
を
さ
ら
に
充
実･

拡
充
し
、
新

た
な
施
策
と
し
て
、
次
の
3
つ
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
す
。

〔基本目標〕 〔重点目標〕

推
進
体
制
の
充
実

ひ と り ひ と り
が そ れ ぞ れ の
立 場 で と も に
参画する美浜町

ひ と り ひ と り
が と も に い き
い き と 暮 ら せ
る美浜町


